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アルコール中毒者の家族・心理・社会的側面
本村 汎
Family-psycho-social Aspects of Alcoholism 
HlROSHI MOTOMURA 
問題提起と研究の目的
厚生省の報告によれば. 日本にわ‘けるアルコーn-依存
徒の数(j150-200万人と推定され.そして近年では.42
王手!併の人と女性の地加)J:lドが警しいといわれている『パこ
の数値(i，ア j リカでl，OOOii人と批定されているアル
コール依存症者の数に比較すると.かなり小さいが.そ
の増加l率は円本の方が高いといわれている
アルコール依存症は，f也の疾病と l'i¥なリ.その定義や
I尿凶やj削京方法も.いまだに確立されていない しかし
その定義については.研究者ーのあいどで.かなりJt通し
た見解がある。それは.アルコールが体内に存在しなけ
れば.心理的に極めて不安定になり，記憶が答し 〈減退
し.焦燥!惑が激しくなり.そのために.時J;品所の如何
を問わずアルコールを体内に入れてしまっ状態のことであるロ
また.アルコール依存抗の終末(I~J段階にみられる禁断症
状カ三 1 )欽まないと手先がふるん汗をかき、 2) 'F 
E民、錯覚.安f怨に怖まされたリすることなどにある 11し
かし禁断佳状の内容は. 人によっていろいろである}た
とえば.あるアルコール小毒者の場合は，~Jl術. メマイ.
4・が陪lえな くなる. 対~fïめな・カ・て'問手のいっていること
が全く分らなくなる.'7ージャンをしているとペイが二
重に見えてくる，関節カ吋~I く なってくる . l丘をILさいてい
ても，道がぬれうごいている憾な鍬党を体験し.またと
きには，1;.ほのかけ布団のなかに，;iもとから蛇が入っ
てい〈ような土j械などを体験するこlELある
このような禁断吃，jl¥(立.アルコール依fF椛の進1t過伐
における最終段階であるが.その段階にいたるまでには.
明から酒がほし イなって.飲ま ないといらいらするので.
将lから酒を飲む.r相11I'i)の段階.「iI長J位のための飲澗」
の段階司飲酒者の価値観が正常領械からはみだして.食
事のかわりに 1J週間も病を飲みつづける.ii酉_hlJ也大!の
段階， i酒を'1:き てし、 〈上での必if条「十jとする段階.そ
して.原因かないのに相手に喧E壌をしかけたリ. まった
く.')~のない第三 百ーを悔垢するとい-i， r逸脱行動にはし
る」段1;停である‘
( 1 ) 
アルコール依存1告の-tたるJ;EA/tと進行過程は以上のよ
うな ものであるが， なにゆえに.このような人俗解体や
病理.的な行動特徴をもつよう になるかは.今のと ころ
分う ていない仰そのために、 今日では.精神I/(q~， 心理
学、社会学および文化人類学がその独肉の刀法論を駆使
して.研究を続けている
社会学やセ化人類学は.説明変数に社会械i主.社会変
動必よぴ生活文化を設定して.アルコール依存在を研究
してきているが.このような命題設定の背告をには.飲酒
行為に対して許容的な文化(PermlSSlveCulturelをもっ
社会で. ヨリ多くのアルコール依存佐が発生するとい う
'I~笑がある何たとえ('f，フランえやイタ I) ヤ(;1.， 飲楢に
対して許容的な文化をもち，アルコール依存症の発生皐
も，IJ本.アメリカと比較して高いノ'そこでは食事のた
びに.ヴドウ酒を飲む習慣があり.小学生の子どもまて
が.ブドウ摘を飲む機会が多いのである拘それに対して.
飲酒に対して栄止的な文化(ProhlbltlveCulture)をもっ
社会. たとえはFiJ~のヒ ンズ一教の社会て.(;t ， アルコー
ル依存主の発生存はJlo'W;・に低いのであるJiニの事実を
背虫、に.飲酒文化や飲綱係式が.アルコール{衣行・症の病
因論的要国になっているという命題を.設定するのであ
るc
社会学t-や文化人矧学:-fj-が、アルコール依存昨の病凶
論の研究において. 社会憐迭を-.i~1り 1 :9.:数に設定する背J去
に(;t， アルコール依存吃の発生率が性.'1:令およひ下皆!怖
の相違に穴ーなっているとい.:， -p:実があるからである.11:
号1)の級点からは.男性の}fが女性より多〈発生し ておリ‘
年令の観点からみたI骨合(j.40-50í~の人がも っと も多
< ，そして階肘の観白からみた場合(i，低所得1;町村によ
り多〈発生しているのであるー
しかし， この論文の目的は.アルコール依存抱の病院
自由を、 ニのような一般的な社会学的要因と!望)J生させて諭
するところにあるのではない むしろ.家族}J動的要因
と関連させて論ずるところにある
してみれば.Mゆえに家機Jj勧要因との関連で研究カ
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行こなわれなけiLばならないか J 埋胞は三つ存在する、
第 iの理出は.一般的な社会学的要因‘つまり社会階)休
年齢.および性の観ザ:i.から見る限りは.それらの属性が
異なればアルコール (中毒1以外の他の疾病司たとえば
Jfi. 内殺‘分裂病の発生率も)V，なってくるのしたカ7っ
て， ふれらの社会学的変数は.f也の問題行動の説明変数
でもあり.アルコール依存{If.独自の説明変数ではない
これらの一般的な説明変数が.アルコール依存症という
持株の問題行動をひき釘こしてい くには.その個人の
ノマー ソ十リテ ィを含んだ家旅力動の，，Jデーンが，煤介変
数になっているように恩われるのであるのこのことは.
側々の家践が社会の都市fじゃ産業化の影響をー僚に受け
るのでなしその影響の受け方iムその!問守の家族の生
活史によって主体的に境定きれてくるという.すでに実
証された命題からも理解することができる。
このような家族，、ター ンが.アルコール小毒を病因論
的に研究していくときに.もっとも重要なものとして取
り[-H らJ'Lるいまひとつの理由は，臨床疲状として.共
通性をむっている分裂病の研究で， f為似相互性によって
特徴づけられる家旋精道が，その病因であるという，な
か1実証された知見が存イゼするからであるJjなお.家族
構造を.アルコール中毒の重要な病因とする仮説の妥当
性は.上j主の分裂病の家族に関する知見を待たずとも.
同じ15年!日1の酒i誌をもっ人のなかで.結婚してからアル
コール中毒にな勺ている人カfかなけ多〈見られるという
事実からも証明できる e
きて.アルコール中毒に家侠精進の立場から病因論的
にアヴローチしていく地合.どのような仮説化が可能で
あろうか。まずそれは.家肢を定位家族と生駒家族にl孟
月1)して. 人rcilの絵本的なJ ζー ソナ1)ティの中級.つまり
アルコール中毒をひきおこしやすいパーソナリティが.
{皮の定位家按の中で彩成されるという点に注目すること
であり.いまひとつは.そのパ←ソナリテ 11うヘ生般家
肢で崩壊してしまうということであるn 人間I.i生れたと
きは.単なる生物学的有機体てあ爪心理的には全<"1 
紙である"生れた時間の乳児には，依存性とか償援性と
か，ある、、lま弘而fカがあるとかないとか.などの性格特
性はない円婚とj続初に接触し， i曽のn-*ょを覚えるのも.そ
のほとんどの場合が定位家族のなかの親子関係において
である時結hl;，心理的に白紙の状態として生れてきた人
I[Jは.定{ι家扶の貌との関係において.酒をめぐって社
会{ヒされてし、くのである>tし司 1皮のパーソナリティの
中憾の中に.rr酋あるいはアルコールIH~悪である J とい
う観念が含まれているならば.思春期の段階で.消仁村
して許手干的な文化に核触しようとも，/、ーソナリテ{め
¥ 2 ) 
中核が変化しに くいという性質からして 1皮は酒に筏す
るときは，自分自身をコントロールするであろづ
このように考えてくると，アルコーJレ中毒の病因論的
仮説は.家篠情i立の観点からは.次のように焼定するこ
とかできる"rアルコール中毒は.定住家族における社会
的解体のひとつの産物であり.生術家族を解体に事〈有
力な嬰因である!と。この研究の目的I.J:.アルコー11.-中
毒の病理性を，単に心理・身体的次元からだけでなし
「生活jという?見点から日月らかにしていくと同時に司 上
i主の命題の険証を試みることにある，
方 法
対象対象は. 四つの断酒グループに所属するアル
コール中毒経験者.入院治療中の患者.そしてその妻の
計166人である。第 lのグルーフgの対象lま.病院内閣li向会
のメンノ fー で.アルコール中毒の経験者と現在入院治療
をうけている患者の計10人であリ.第 2のグループの対
象は.大阪府の堺地区の断酒グループに所属するアル
コール中毒経験者とその妻の54人であり.第3のグルー
プは，大阪府の問中地区の断酒グル←プに所属する 7 1~
コール中毒経験者とその委の52人であり.そして第 4の
グループの対象I.J:，大阪市の釜ヶi崎地区の断酒グループ
に所属しているもので.報告者が M1 F T (MuJtlple 
Impact Family Therapy)の予備実験の際に協力を得た
表ー1 調査時点における対象者の年令
アルコ ルー中護者の 健と妻常者の夫 単中身君事ア者ルコー J，夫とその婆
zf自雲喜望星病断院沼会内 大阪地区 大阪釜ケ椅
失 ヨF夫 妻 失 要 夫 要
20-29~ 。010 。。l U 
30-39 413 1 ， 1 110 4 2 l 
40-49 819 21 14 410 1 10 1 
日)-59 13 518 5 ， 5 o I 13 8 1 
60以上 1 1 2 1 1 1 。 3 。 。
不明 4 15 。。 ワ旬 2 1 
言十 30 24 31 21 10 o 1 23 23 4 
表-2 アルコール中毒者と健常者の学歴
7Jレコ ル
健常者
中 毒者
学 校 15 。
中 モ宇 校 34 5 
高 $(旧中学) 19 10 
短大手 (1日専門) 。 5 
大 学 卒 。 。
そ の 1也 7 3 
言ト 75人 23人
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4人の単身アルコール'1み!i・である なJ;.比較のため
のコートロール併として1:， 太阪市に!日:fi' '_. i両をのま
ない犬鮒23*且を427をした n象者のJM1iHふウにおける年
齢と学時Fと既絡・未婚の別は.長!とム2のIJ~す1泊りで
ある
資料収集の手続 大阪市立大J刈'!.'1'l'ili . I:-;';I'~断t慣例会
に:&1:l [1. 2ヶ月nlJ参加し i度らの体験報告を時以ずる
かたちて資料を集めた なお.体験報告の会かに.研究
1:必要とされる資料が含まれていない時は. 約 111.~11Ilの
個別的凶H藍の健会をつく 1). 必袋な事項に勺いて憾i';r，. 
か質問をする.という形式をはmした以|の予杭きか.
L、ずれのデルーフにおt、てむ除、"1としてnHlされたか.
堺地区とftzドJ也l正の断酒グルーっと.コ/1ロール鮮と
しての健常行のクルーワてLt.そのよ?な)ji去による資
料収集のはかに.矢田 m~~号ル7守一ト ・ テストを実地したl
資科収興の焦点は.アルコール小ゐ伐験お!::. 入院i台時
中の忠(]'に関しては.断酒会入会の，i，jとI査の時期に必い
た，己周保領妓I.t. 1)アルコール中毒の病理性の内容.
2 )アルコー 1l，，'I'.i:H予験 Jすのハーソナリティの~.~性. 3) 
アルコール中毒釘の主に対する態Itr. 4) i' /~コ -11，.'"
み経験者の会の 1皮に付する悠~. 5)アルコール'1'，別手
験台のI山l貌に1・lする悠j芝.のSつにぷ定した
結 果
1.アルコール中毒の病理性
アルコール中毒患者の疎外形態 アルコールは，渦.
ヒール.ウイスキーなどに含まれ. 1常生活に布いて.
多くの人か.なんらかのかたちで取得している これら
の晴好品は.健常釘においては 1度ら内身の II -r~によれ
は.彼らの弘仲を安定きせ.緊づ長を緩和1;させる働さをむっ
ているといわれる しかしアルコール中.:;.n・におも・て
は.これらのII~好品は.その怠 おを ~f+-. 伯仲. 社会的
レベルのいすれにおいてふ rytー に近っかせてl， < "す
なわち.それは本人自身をl発へにみ九ひいていくだけて
なしときには.妥やFとらに思Jをふるい.-l{;のIfー
のために.チどもの4'1:業料まで盗むと k寸行為にまでい
たらしめる そのような状態lふ i皮のアルコールfI(fi 
度が.かなリ.tl!.iTしていることを不す指印てはあるが.
それは同時に.身体やf，f/IIJを安定させるためには‘アル
コ ルの体I)~{r <fが不可欠てあることを ;J，している そ
の時刊でのi皮の*'"神状態はもうろ 7どL.~Htの欠勤も
多くなり.私果的に仕事ができなくな，てくる 会社て
は. !.1]1}'らそのことで戯しく沌.むさtしが快になる
このよ守な lli.態に前面したと~ . それに耐えるたけの能
I ~ ， 
jJがあれ!J.hるいはそのがIHfJ:会から込山きれとん
法て.たとえ・J. 日分I"IJ，rの!AJ.;に役射するなどの1iil:
で解決でき IU工.ァ，ιコールrl' j~J:のi並行Ltふせi十る < L 
かし . アルコール中みにかかる人1; . 性佑(I~Jにそのよう
な強さをもってい合t ヘねj~jて尚験したが快から逃れる
ために.すく1 アルコ ルに依存してし 士うの J ある す
なわち.アルコールに依存することによ A て.円計tのe家
庭生活や聡I易生i.Gで椛験した4ミ解決(光}Eをr.I，1された 1
の感情を. t1i定自~Jな JL11ltや行動て人J見し . u己を安定さ
せるのである このパ動に[よ. しはし !:n~JJ な lγの必法
行為が含まれ. また心尽的には.五J似.:¥J員人 j.Hf.iiよ
ひ作為w検などの症状かあらわれ.そして生法的には尖
りとい)liE IJ，がともなってくる.そのために.必終的U，'i]
[11の人から{rifらかの;!il伎を/JIえられてしまうM こうして，
ilil;l..午J孟にと・て必要な人間|対係から疎外さIt.I'i~から
'ほめると illiIM\.~ と劣等忠:&沼愛失感と 3ド防法にMま手
れてしま ヲのてんる，そして彼らのrl'には家Il!.を火ぃ.
4哉坊を火、¥スキ ド・ロー (Sk，dRaw)に私;存してい
くものが多〈みられる アルコール依存北のいまひとつ
の約J1lI.性として忘nてならないことは T ルコ ルによ
る思考 Jn唱えを係閃とする交3凶・1，~/{ である たとえは.
飲i内i五+i.I;.~J凶法土見て ?六 11 台 れているか. アルコ -Il
'I't!'行のI号合lま.法による成制}J上1)むアル Jールにt.J
する依存的欲求のHが.はるかに~.'Í!¥、 そのために. f曜
は村栄的に飲t内i!Ii+'みをしてし まう なお. f 郎、治ï!E~をし
てはいけなL川と い う規制].IT.~か!到いて. 時L'ドして*の
'IJて1'"むにしてi..そのときは.Ll:rLltサイ l'・7レー
キをかけ忘れており，そのために市がn !ll~(t)に動也、て交
通私的をひきわ・ニすことが多い その小池{ム物的自主m
である均fTかあるし . 人材 '1~&'4である吟 fT らあるカ'. r主
計のI必fTは.尚書nーだけでな<. 純:1;. 荷の~t肢をも紡~
()()に解体させてしまっている.
疎外要因 アルコー J~ 'I 'み持政行といっても . -h.:wn 
と 'ft身 r，がいるが. その除外悠の背~;t，立若子ニとなる
a骨?計のアルコールljlJi忠.[;グの3易介. ~さが就業している
場介がほとんどであり .1時l正義によ ，て'X'aIt'JI二五わit
ている なお j喧{五日常生活て1;:'.1刊かIJ;'.I)Jで)1から離
Il¥ii¥古かも らあがるJYの.号!5kした'lci8をおくコている
その島，~ I;li!を綬引lするために . u;ニl付必で 盗み精lをお
ニなう しかしそのニ とはた!.:らに .~.に 'ir司てし まう
』占l主主主 1・Ililにわたって約ホ(渦IH色付にのまない Eぃ.;) 
を)i. h'{1こされることに よ 勺て'，11，i'，?ftnこなり .理~~王してし
まづ しかし 会には青u，絡するとげのlf.l;'i.はないしかし.
ときにはずYL をつれて'J~ .;0，にほ~.てしま守よどか h
る!しかし.のこしてきたたのことが父にかかり.なか
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なかf-l\ .Cできない 111うJ統むその時にJとから・ït，，~かある
と. 11:はそれをきっかけにして. 夫のところにf邑ぅて〈
るう去は(也没もないたの「もっ絶対に測はのまない!と
いう"位を子どものょっにfJL.定活カ・続いていく し
かしニの約*'.i:. ~~i1Jなアルコールに付する依存的欲求
のまえに.ふヮとんでしまう単身~-の場合1.1..アルコー
ルιl'JTのゆえに再華僑したものが多<.一般の地法社会で
はあまり観咲きれないv 持i.!tのアルコール中&者がヨリ
多〈観察きれるのは. ~ラム{釘においてである 結局、
i度ら{:$..ア凡コー ル'1みにかか司て制械を失い.離婚を
よぎなくされて. スラムi封にむ治してきた人々である
ぇラム街仁転治してきた時点てすでにアルコール"，;&に
なってしまっているh その怠(PA¥においては、ス弓ムの「文
化|つまり貧困文化カ、アルコー Jl，.frj:tのIh¥閃であるとは
考え句れなL、"
釜ャ山奇の官、弓ム街の単身アルコール中ゐ干すたちのなか
に{.i:.アルコー ル性肝炎や結十五などの日Z図て働〈ニ Eか
できず.止むをえず生活保護の適用を受Itて生活してい
るものもいるか.そのほかの多〈のアルコール中.Jd1た
ちは. 1 114.∞0-5.α)0円位度の日f佳労働lこ1;[:'fi:して.
1 ;(1400-5加14ねJq:のホテルてー街泊して生活Lている
!土t活保"聖法の~Iftを受けることについては.rオカミの 111
Aを受けるのはマ ヒラだ という意見をもっているも
のが多い 彼ら Lt，生活似護法のj~m そ受けて， f:動かず
にjc活Lている|司しアルコール中市醤に対しては.事!1:r主
の気持をもヮている r度らの生活I.i:uh血j性がないl 緩い
た l 日の賃金{.i:.その 11Mらかの 'I~情でl動l十なかうたア
ルコール，þ~蓄を交えての~1\:1こ.そのはとんどカ勺肖え
てしまう 彼んは食'l~をとるかわりに滴を飲み. それて
生きていく上て・の寂しさをまぎらわせてしま?のした
かって i度らの中には.栄建の"ランスにl¥'しいかたよ
りをもっているものがかなリみられる ニの栄養失調が
他の侠病を誘発しているように忠われる
rliji主したように‘彼らのアゅコールにi.Jする依存的欲
求は.強t自性を}.;びている為に.結局{:$.l白を飲んでしま
うことになるか.その土きの{喰らのf首席での会，;1(，にはひ
とつのハ宇一ンがある 酒をのみは1-めるeril止.その11
U::j.\.をした人l.i. 仕事のてきなかったアルコ-1l，，'i'~'fí
に付して. 用解ある受干F的態度lを.J;L. ( 1: 目j~のでき
なかった人(i.線、、できたアルコール"Ji/Jおに対して.
I西を飲ませてくれることに f悠謝のうえもちJを.J、す そ
の~'"兄は. Z百三l'iを. 1皮らの間に 4主骨Vtさがあるように.~
わせる しかしそのr，~.~はたらまち'&ぎられてしまう子
主いうのは j血路わきや. "時栖f.t!.での酒廷がはじまって
かん4()うIもたたないうちに.彼ら{ふれたがl.の劣等感
をi並なでするように三動をおこない.騒然となってくる
たとえは. あるアルコールrÞ，!i~・か. r・一一アル"，とい
っても.おJIなんかとはi全うんだ.Iちがちがう司釜ャ崎
にくる附は4故人を10人も使って仕事をパリノfリしていた
んた ……それに政争中は海軍飛行士で，国のために死
ぬつもりでいたんだ ・ー・ー お前なんかとは倍がちがうん
だJといいはしめる すると，いまひとりのアルコー凡
~fJ -rljおが「お fiíIはtÏの亡笈にとりつかれているから‘ 仕
事もできないんだ/仕事Lしないて・乞食みたいにオカミ
から食べきせてもらっている人聞が大きな口をたた〈な
.Jといい返し喧昭事問機の状況になって〈る円こうし
て.彼らは.結局は.不快な気持をいだいたまま解散し
てしまう" 以上か[1常生活における彼らの仲間関係
であるか.以ヒの説明からも分かるように j皮らの仲間
関係は必ずしも彼らの断i酉窓識を問めることにはつなカ‘
らない"むしろ.酒を飲む機会を鎚{共するだけである伶
Ij:お.スラム街の単身アルコー 11-中芯哲.たちの連帯性
の欠加は.聖f宿すれば凍死してしまうよことが十分予想さ
れるにもかかわらず.rあの人は.あの人で勝手にすれば
よし、jなどというて.第三省的な態度をとることにあら
われている"
このように統察してくると.一般地域社会で発生.した
アルコール中毒は. スラム街での生前線式の下で強化さ
れているとみるべきてあろう守スラムの「生活隊式jとし
ての文化は.アルコール中毒の本質的病因でないにして
も， ~3i化安囚になっ ているであろう 。
2.アルコール中毒のタイプとアルコール中毒者のパー
ソナリティ
アルコール中毒のタイプ アルコール中毒といって
ふそれには少くとも三つよタイプが観察される。第 l
のタイフli.小さい頃からね村p神経lJ.'( Psychoneurotlc) 
的特性をもった人で.アルコール中毒の碇状が10代から
みられる場合である 内 このタイプのアルコール『ド毒~{;1，
アルコールに対する依存的欲求が強迫的になる以前か
ら.情緒的に日月らかに不適応を示している内たとえは.
小さい頃から人間関係においては.僅l吃に内向的て二イ
安定であり.しかも依存的である このタイマの人のt~~
合は.アルコールiま初めての頃{1..彼に安らぎを与えて
〈れる つまリ i疲の気の弱きをとり除いてくれて. ~文
象的な悠!主さえとらせてくれる内しかし、彼らのパーゾ
ナリ子ィは.小さい頃からのいろいろの心理的外傷体験
もあって社会的にi直応していくだけの成熟した水準にま
ではi士していない 彼らは.ほとんどの士時合. 内分I身
を社会からJ，められた方法で表況寸ることができない
???
本村:アルコール中tiU~の'~依・心!II!.社会的何Ijr古. 269 
LL名林をつけるとするならば. f未r&f-'タ fプのアル
コー，~ j，.n J とてもいえるてあろう . 断酒会-Z:~の{本賊鰍
告によれば. ニのタイフの ff圭liわるι、
:事2のタイプli.jE'gにパーソナリティを宅i主させて
きた成人に多〈食生するLので.注入や4さを突然にた
な寸たり.中x~~という傾限状況にiUr面したリ‘会社がi刈
t駅Lたことによって幸子t質的r-危険に陥いったり.あるい
は1江肢を突然に喪失するなどの異常な情緒的な危険に1(1
山L.その危険からn分nqを紋うために.毎日のよ→
に大 J.tにアルコー，1，.~取り.結果的にアルコール中みに
なっていく 7イウがあるF 給付.それは人聞が突然に1'"
常な極限状汎l二1([lIuして.それから心政的に逃れるため
の唯一のゐ法として.，hびるように柄を飲むことによっ
ておよるものである、このタイ 7、の小ゐlムしはしは食
事のかわりにアルコールをとり. しかもそれがl週間も
持仇するニとがある‘食欲がほとん lとな〈な「てくると
ころにもひとつの特徴がある よのタイ71i. 外的要凶を
Iたる原因とする『資内iJ聖人アイヴのアルコール中ぷl
といえるfごろう
，冶3のタイづは.数十年.大;dにアルコールを取り向
けている人で.アルコール中毒徒~I...か. 本人か気づかな
いLl.'に，少し寸つ形成きれて〈るものずある，このタ
イ7の中毒f'di.アルコールを取り初めた頃li.アルコー
ルに対「ゐ判定の心理的欲;J<(たとえば強，目的欲求lを
も，ていな、、 しかも教育. (1:・l.そして社会活動にお
L‘てもかなりの必応力を'J，'す.1:ゅの卜でli./1:欲七日1
2誌であり.liJ.i1fきという紋 11，-からみてち平均以上てある.
しかもこのタイプのアルコール中みlHi.tl'it;ri.11.にA¥
づも・ていないたけに. 1西;ヰが次第に1曾大してくる.そし
て自分自身かポに依存していたことに気づ〈頃には. fi度
の飲んだアルコールのほはli大になっている. その結果.
彼li.自分n身が;丙に完全に依存して自分fJ!.1'を安定
させていることr.:l.'¥づくか，も.まや掛からどうしても離れ
ることはで，，~い 術尿病あるいは肝炎などの内科的後必
をすてγ(lt党させ.その疾患にアルコールがよくないニ
とを十分に知リながら. もはや痢を断勺ことかてきない
のである 「柄を1めろというよとは.死ね I..いうこと
f~ jともいて.あえて柄を飲み続ける このように治に
対する依存的欲求が録i(l的になって〈ると.初J4:あろづ
と.併であろうと.そして仕*1;告であろうと.会~'I' で
あろヲと. I.'trUJとJ泊所の如何を問わす飲摘してしまう
むはや.Uヰ:吋'l.l.‘の:JJて.i刊にtJする依存的欲求をコン
lロー，しする二とはてきないのてある. このタイワのア
ルコール依f{1d'Ii.刊小僚の50代から601にの人に多〈み
られるのがひとつの特徴てあるかJ、まひ Eつの特i7lli.
( 5 ) 
社会1全カ7定~~に 11.1内失していないことむあ q て.Mから
i丙を欽んとø~ とか.続tもて'ijJi~飲ん r!..'r l :i. ;内のにねい
によ って他人に述惑をかけないために. 1: "Jなどのに4;
い1:めIR.:を常用するとニろにある.
この7イワのアルコール中込til:t.アルコール'j'i:σJ
fæ.j~ を早しなカ・らも.定年まてー失股しないところ 1-竹徴
がある。 しかし定午後のl斗就職カ・で手ない喝合 j度の孤
独協は-1M強化さn.制とタ}jのW{Jレヵ'i西を飲むための
欣Ij，.にな叩てくる i商を買う金カtないP.'fli. 11 1 1~体験や
幻1'tなどのFJ、性/r(，W を三しなから.J-tiニ!勾ulて‘ .Cj-や
敏のi動いている会社を訪れて.彼らに，主~~をかけるニと
カrしi.rしはaある
以 1-が.来 3のタイフのアルコールlf'~の1与m.てある
が.I'fをはおlの「未成物タイプjよりも良い。しかし.:.i¥:2 
の '資源聖書失9イ"'TJより Lわるい ちし.ニのタイマ
に名材、をつけるとするなら，1. 二れまで誠IUlしてきた内
ftからして.それは 「納i韮7 イ 7のア 11，.コール 'IJ~J と
名づけることが"きるてあろう.
ハーソナリティの特性 きて.それてはアルコール小
心l'i!i. ..のよヮな，、ー ゾ十 lティ特性をも司ているで
あろうか肉アルコール中ぷのタイ 7¥)IJの，、ーソナりティ
の~.， rtに勺いては.後 flみするよとにして. ニニごはY
li チぇトと織告計の臨床Ihl持を i凶じて l~~られた iéHにも
表 3ー YGテλ トからみたアルコール中世J.liのパー
ノナリテ f特性
ー健常有群との比較にむいてー
。1いろいろの仕引をLてみたいo X' 4.42 
!:I "11，な<tUtだり.悲Lん，ゼりする。 X'= 5.6 
[4 会などの日幸i~‘人の先にた『で制< .. X'= 3.8!:1 
[6 ~hilÐをたてるよ η も'1'<実げがLたt、 X'= 7.27 
17 ~lll ‘1I'fllnrニ iRitlの{上取を寸る臼1.'ì!lJ， ~己 l x'~ 10.83 
[8 .tE Lいと['うことは.へ!こかまわず実行するo X' 8.[2 
26 2tや7ループのために例〈のが業Lみである。X._[1.40 
10 1 t:のへとも泡rf1<戊治することがある 1‘= 7.23 
37人目に立つ日!:'iftニとIH子まない x._ 6.s1 
47ス分がしばしばf1J1過する
51 会AのU'" にふと~;tこむ.
52よ〈身骨 fに行動してしまうことカiJ.ぃ
95興留しゃれ、.
W2 いろいろ♀世間の:I~動がL rみたい.
116 I"rかにつりて自はがなL、
112 ~íがなるとらである。
'l 2 ^ 3 のTabt" (~ X~ (0.05)( 21=3.841 
x._ <1.41 
X'= 4泊7
X'= 4.30 
X'= 4.06 
X'~ 5.36 
X'= 3.93 
X' 1.29 
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とつ
を4桜ヰ誕H告吉今-する'
YGテスト 120の質問1項目のなカ・で，健常者#l'との比較
において.統計的な.fi:f:議を示した項Mは表3の16現制
であるl この項目は.アルコール中毒首E健常者ーの，"'ーソ
ナリティを品別する診断項目になリうることを示唆して
いるが.同時にアルコ-11.'"義者・のパーソナリティの特
性をも，(、唆している 以下.この項目にむとづいて.ア
ルコー ル，'，み貯のハーソナ 1)テ fを特徴づけてみたいn
~l の特性lム「岡1曲性 I (amblvalence)である内アル
コールr!，主主苫';1:， 1"短い時I:.lIにたくさんの仕事をする自信
がある|主いう項阿に対して. 肯定的な反応を引しなか
ら， r伊Iかにつけて内f，;ヵ、なも、!といういわば日ij-1'iとは全
< i些の内容の項目に対しても， 昨定自せな反応を示しτい
るのであるε~2の特性li r向己顕示性jである。なぜ
なら彼らは， r会などの時は.人の先に立って働<Jの羽
目に対して.健常者群よりも肯定的な反応を示すと同時
に， 1"人ilにたつようなことは好まなL、!の羽岡に付して
は，健常t若干よリも否定的な反応を示している l また、
この彼らの 「自己顕ぶ性lの傾向li，i"、ろいろなUt問の
活動がしてみたL‘J.r会やヲループのために働〈のか後
しみだjなどの項目に付しでも.健常者群よ 1)もドf定的
な反応を示していることからも理解できる内第3の特性
li. i情動性|という用itEによって特徴づけられる，と L‘
うのは.アルコール中毒Yili，1わけもなく 喜んだり.悲
しんたりム「気分か動揺しておりJ.rよ〈考えずに行動
してしまうことが多く J，ia十回1をたてるよりら.早〈実
行したい l とい I. いわば感情的な行動に4ミリやすいの
であるe
以上がYGテストによ勺て得られたアルコール中#者
のハーソナリティ特性であるが.以上の続け的知見を鰍
21-者の臨床的面持の幸吉*， l!tられた知見とを統合して]'1
断する限り.次の7つのハーソ十リティ特性が指摘てき
る 第]の特性'i.白分のl.'l(F;を他人に転嫁するという
いわゆる投射機湘lが働くことである 3 アルコール中毒荷
1;.， ;通常.-}jでは白分内身がアルコール中毒にかかっ
ていることを自党しているときは.アルコールが存在す
るf診断から. t'f分自身を1主ざけるようにコン トロールし
ているが.他方では、 i酉を飲みたいと L 寸 ~911主の欲求を
もゥている 酒を飲んでしまうのは.前行の規制1)が徒
討の欲求よリも ~~1¥・からてあるが.j曜はそれを.r続爺カ‘
進学させなかったからシャヅにさわうてjとか 久;IJ~の
態度か%にくわないから |なとと.他人のせいに してし
まう附IÎ'Jが強い内容~ 2の特徴は.31がJド常に小さいこと
である例持j泊の人であるなら，.t. '1厄，;主として令〈気にし
( 6 ) 
ないこととか.なんでもないよゥなe三葉.たとえば 「あ
ほうみたいなことはいわんといてJというような三言葉か
気にかかって.時にli寝られなかったつ.怠ったりする
第3の特徴は自己中心的である。たとえば滴を飲めば.
結果的に!l;場や子どもや隣近所に.大きなi主惑をかける
ニとになることを百も供知て.酒を飲んでしまうのであ
る。第4の特徴は依存心が強いことである，たとえば.
1皮らは何ごとにつけ他析の力を借りないと問題解決がて
きないのてある e 病院に診断を受けにくるときも，その
ほとんとが友につれられて〈るし.会社での失敗の後始
末t.~のit.肋がないと解決できない そのために彼ら
は.有能で性情的に強い妻をもっているF しかしこの
妻の強さも炎而的なものであり.その裂にli-Htの神経
症的葛藤がある内そして依存したいという感情がありな
がらも.それが充足きれないことからくる欲求不満と焦
隙感と葛藤がある 第5の特徴は司劣等感が強<.反面
的には自信にあふれ. うぬぼれが強いようにみえるか.
その巣には小心て“自信を欠〈性絡が隠されている。?l16
の特徴は，緊張に耐える Jがきわめて乏しし白己卑1、
的で侃独感が強<. しかもこれを酒を飲む行為のために
利用するところにあるヲた左えは， 10数年も運転!廷のあ
る38オのアルコール中毒舌は 6年間も仕事がなく.妻
に依存して生活しているが.1皮は履m先が廠用してもよ
い土いっているにもかかわらず.f:j:~をしようとしない。
そして，自分肉身が統臓のできない理由を， r 人のlì~Iニ出
ると緊張するJ.r長い1m仕事をしてないから.人間にで
ると緊張して.相手のいっていることが頭に入ってこな
L、J.i他人保も僕のことは‘また'信用してくれていな、、1.
rとからこのような状態では仕事はまだできないと，<¥!-
た なとと，oEっている。これはまさし く自分の否定的な
パーソナリティ特性の合理化である 第?の特徴は.納
疑心が強し陰気である、たとえば.断酒会などで.同
じアルコール中毒荷が.断酒に必要な心かまえを訴るIJ私
その時はだまって~を傾けているものの，内心ては.そ
んなニとをしてみても.30年飲み続けた酒を止められる
はずがない. といった的疑心をもち.またときに.断沼
会の Jンハーから断酒を看守約しながらも、断酒に失敗L
たことを員められると.議flf.たった反抗はしないものの.
その陰ては恨強い敵意そもつことがある
以上がアルコール中毒者の一般的なJマーソナリティ像
であるが.ニの，、ーソナリティ特性を持続させる.ひと
つの要因として.1度の=Jt.のパー ソナリティ像を態度の面
から報告しておきたい。
3.アルコール中毒者に対する妻の態度
常議的にはアルコールr，，~背の事11.，アルコール中芯
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ぢによって汚しめられているように見えるが.それはア
ルコール中毒持のた婦関係めた面的な-jfilJ凶lであって.
より本質的レベルにおいては.むしろアルコール小本右
のうたが. その妻によって利用きれているのが. より真実
にちかい。以 F. その利用?のfl:}jを収尽きれたデ- Jー
から.まとめてみたいs
支配者型の妻 このずイブの妻1.1:. しばしば家l在外就
労に従事している女性や.あるいは検業として自1営業を
常んでいる女性のなかに多くみられる"被女たちは. I加
接場I詣では「私が働かないと.この家は成り立うていか
なL、から司一生懸命働いているんど と説的1するが.事
実はそうでなく.U十事」そのものか彼!J:.たちの生き甲斐
である 彼女たちは.仕事局では.男性を競争中H手にし
ており.男'陀に対してある般の嫉M，心と敵意を飽いてい
る。
このような男性に対する態度のゆえに.職時で1;.1-i: 'J~ 
仲間から. 1与には 「女性ら しくないか，有能だ!といわ
れている。この「有能さjを!さじさせる態度の背;ヨーには.
恨強い「ぷ配欲」が隠されている内というのは i陀女た
ちは生活伐のほとんどを白1jで筏ぎ.それをと台にして.
家事や子どもたちの世話などの.いわゆる 1;:，性の役割を
重要倒せず.どららかといえiよさげている.
彼kにとっては‘夫は{喧1;:，の費量争相手にならない幼稚
で.やき しい人であるョ夫{ム彼kにとって i皮tどをE自
らせをい家庭のアクセサ 1/ー のようなものである たの
望むことは.泊以外の二とであれば.なんでも受け入れ
るカ九子どもの数行方針.近i併との交際.上J也.家!長な
どの大きな買いものについてら.ほとんと大・にまかせる
ことはないの家庭のむ芯決定者は.たではなく.彼女n
身である。彼女は.夫が i'jミ活力 iや 「芯む決定能力|
などの本来の男性らしさを身につけることを抑止してい
るように思える。このニとは酒屋をしている48オの菱か.
凶Hao~括部で fあの 人は守 いつ酒を飲むかわからないし .
酒を飲んで. とんでもないJ!{り引きでもされると、大変
なことになるので.絶対に. 1: ，}干の"i:理司会計は.fLがし
なければなりませんわい " 0 Ai初のt墳は.あの人は. 口
分に相殺しないてやMでも勝三子にしてしま うといって. も
のすごく Jむっていたが.n分かアルコーlいl'みと分ヮて
からは.会計(J わ・ liíjにまかしたというて.完全に官、を f.~
糊してくれています 人を九位にして/とか.勝手にし
ゃがってとか・・ ・内ときに外へでかけるときなど.あび
るように飲んて・'1:，1って〈るニとかあるので. その気商己が
するときは.絶対に外にlUしませんn …..J 
この陳述からも分かるように.会は f皮の'Jらしさ
(masculmly .1 を訪日~l~ し被をえ自己している なお.i皮は酒
( i ， 
を飲んどときに.妻のn常的行動に対して.j!]lrl:された
感情をi是認するが.その時{まi皮kιf度に徹圧主的に反fi(L. 
i皮にとってもっともイヤな言葉.つまり「維婚|をnに
して‘{皮を責めたてる。あるいはQ分との約束をゃぶり.
酒を飲んで扶力をふるう時(;1..符祭に通報して警努力に
頼ろうとするぬこのよヲに、 1度9:1土. 自分の 「 ム;自己(t~)欲
求jカず允足されない時は司あらゆる手段を通じてそれを
充足しようとするロつまリ.彼女{土.性十括的なかjさから
酒に返るたをプ己全に.z配することによって，彼1;:，の v本
質的な支配欲Jを充足させている内i産会が，あえて.依
存性の強、‘自己rfl，(.、的な特性をもっ5唱し、男性を.つまリ
性俗的に弱い男性を配偶許に選んでいるのも.彼女の「本
質的なld配欲lを充足させるためのものだったと考えら
れる@
母親型の妻 アルヨー ル'1'毒{iの)lには.えとの関係
で「母Jとしての役割を来そうとする欲求が観察される
夫が酒をのみ.~力をふるって も.それにじ う と向Iえ .
f突が子どものようにあばれるのは司犯にも責任がある !
といって減をなかす しカ'L.この，包出lJJがきれると司
怒り f[ぃ.混乱し絶望的になる なお.このタイヴの
"JI:は. ・方で:J:夫か盗みt酋をしないようにと司きびしく
』とを駐似するb そしてたi..J_tの長悦の前では絶対にi"iを
飲まない
このタイマ、の必iま. I T1.¥'1:活で1土.良い妻になろうと
努力する内ボ実，たが京一IlJiのときは.!旋1;:，1ま怖が深くて.
A再着きがあって.陽気なヰ=lto!lであるの彼k・:Ii. たが{frお
けるような.平仰な家庭環岐を作ろうと努力する その
~ Jのなかには、)<:グヲi肖にょうて汗しめられたi品ムの体
験を忘れてしまおうとする気持や. もう);:1;1:. 1西を欽ん
てもf、を r(jしめるよとはないだろ寸といっ， f制不安を除
.1;しようとする気持が含まれている
このタイプの安(i. よ令の診断"寺や入院の際は必ずつき
そってくる 待ち合ぃ本ては， l'伯爵がくるまでたの汗Rfr
のみたれを10.したり.n区高にはホン?のことをL・わんと
アカンてえjなどという【その時の1庄1;.，のーi度に.t.Jする態
度は.あたかも. I分の Fどもがわがままをい勺てrX:lJt;
しているときに.d見き11かせるときの態度のようである
夫が入院するようになると、 この)'1ずのliのは日f[t']
数は tFi止の7イフグ】Jlよリはるかに多くなリ.その見
持う~.J.の態度む . 子どもをムまやかすN視の態度に似て
いる たとえば.術院の中廷のへンチで.口なたは「こ
をしながら食事をするわけであるか、 1をあけさせ食へ
させるのである
彼氏ーは.*の態度如何によって.cHJ;にしかむ極端に
気持が動絡する その:i}:1味でli. i度化は不安神経住(J~J で
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ある.またよのタイ7 の'l[1J:， )(:との関係においては.
「耐.f'~(l%・均衡 s 関係にあり. Jζの従代が上くなってい
〈につれて.安lま ~(tJI百. J~;際感などの否定的な感情を体
験する たとえI.t アルコールq，，Jj:/'i・の委で，48.tドな
る女性は， ikの上うにi主べているー
f'Lの.fi人が断痢してから約6‘「にならうとしています
が.そのIt:Iにf!.たらの犬Mlt)係Lかわってきました‘..…
主人0・アルコール'l'Jlにかか zて.毎1-1ト前を飲んてい
た叫1;1.U.I1桶きえや内て 〈れたら.この卜ーないたたカと
思.っていました.しかし断沼会に出席するようになっ(.
ア凡コー ル中:，:j1:f.jJ"かとれて〈ると.IiLに些細なニとで独
li.ûモニ I J:.~よ-ï ìこなリました. なんでも.かんても.円分
の目、うz泊りに.fl.を動かそ .:;.:し tした洗，(i'や偏向:をし
τいるf1.にt.tLて.そんなニとは彼にして，帳簿をつけて
〈ハとい4んて寸・.1.た断崎会に行二、と思っている弘に
付して.おIjiJl立川府公にlrかないて留守番をしろ.わしひ
とりだけlf<かんといヲんです仰でも.干:!.I;t.主人071¥・ぅj泊
')にはしませんてした， :f:.人li.どうしておiJl1i，Iのド
うニと{馴iれをきいて〈れないんだといゥて.むのすこ
< "，-':'1 i 1た，飲んでいるときは.訟のすることに('1ひと
つ文句今いわなか勺た1・人か飲まな〈なると.sのするこ
とに.L -;いちいむえ句をいうんて寸¥飲よな、・かわリに.
胞をたてるんて，t そのために紅1.食欲かなくなり.I柚
ιI市や沈痛かしていました，そ 1して時には.主人に_t.jして
Iポモ飲まな〈なるニ Lによ司ナ.ニtUlど守るさ〈なる
のd あれば.l何を飲んで、;:.}jカ.ょっIfどましだ，といっ
てしま4はとてした.
以卜の陳述カ・らもI理解できる上 4に. この7イブの'h-
li. たがアルコール中毒からの阿保のきざLをまして.
償女の明1守する f~古H: 1抱完十るような役割lをとらなく
なってく ると.つまり.子どもカ:母鏡との依r的関係か
ら独立して. f軍事4にIlttLしていくように. -;とが7iから相
対(J¥Jにn:立して自己lo] .tt-を侍立して.肉己を主駁して
〈ると.身体的にむ. ~白神的にも疾約をひきおこすので
ある" このことは， I可を意味するのであろうか，いうま
てもなしそれは.彼女のlil，土の"葉 1酉を飲まな くな
ることによ ，て. これはどうるさくなるのであれば‘酒
を飲んでいた方がましだ が象徴しているように.ったの
アルコール中議が百f，分的に彼女を安定させていたのであ
る つまり.彼久lふたがアルコール中姦にかか戸て.
1喧IJ.の保滝を必・長とするような依存的関係を破寝しない
ニとを. li'.6:;l1二位〈求めていたが.その母性的制型か
うち破られず.彼女は心埋身体4，[状そひきおこすまでに
t、た内ている"このよ}な人材関係の病恩町]均命IJ:.安
( 8 I 
n身のバ-'1+リテfや態度が.アルコール中らを持紙
させているひとつの大きな主要因であることを示峻Lてり
.ー~< 
.1.男性アルコール中毒者の定位家篠
彼らのなかには.結~前の定住家族に j;いて. I，~j純ま
たは)'，純を亡くしてしまっているものが45%もおり.ま
f'自分向身の曲l純に育てられることなく養子にやられた
ものか5%もし、る。のこりの50%のものは.給料日ijに.
つまり子どものザi，岡純li亡 くしていないが，と税が大
i笛飲み (problemdn nkmg )であったり (30%).児弟か
大洞のみである (9% これらの統計的絵iIItのもつ病凶
命的怠味li.厳'$'1ニliコ/トロール討としての健常在 7"
Jレー 7 との統nI的比較において.'4き出されるべきであ
るが，常謙的に判断して句健常者クルー71∞人のうちの
め人もが.欠術家終日i身者であるとは考えられないので.
「男性アルコール中毒者li.健常苔に比較して.よリ多
(:豪快の欠m性を経験しているJといえる もL.，i:i'f. 
家桜の欠鍋性かハーソナ 1)平ィの健全な発速に.大きな
a俗的な影響をあたえるという命題が事実であるならば.
ニのiElI:家族の欠航性1;1:. パーソナリティを紙介にして.
アルコール小説をひきおニさせる有力なひとつの製図と
して考えられる.
父一子関係 さて.資料は.結婚Ijijの Fどもの頃， I，LI 
織が健(r.だったアルコール中毒事者の均合でも.大酒飲み
の税か35%もいたことを示していたが、その内容をHI. 
的な事例でみる。
fLl立IJ!.(t55.1'ですか.19オ頃から酒を欽みは1ニ灼まし
た".1初l;t父からすすめられて.少しロにするf:ll'/.ょ'弔た
が.次mに紙が増えてきましたf ・…おやLli大満のみて.
I~聞から酒をのんでいました 農業だったので作間摘を
υっかけ.併殺をしてから仕事をするという状態であ守
たむやじは大酒飲みだけでな<..It:おそひが非常にす3
で.そのために.B1視はいつも仔しんでいましt:.納に再?っ
てゆってきて.人さな声を出してru視をいしめている 'C，税
をみると.子どもながら.ほんとうに f情ない といラ気
狩がしてい士した でも.fどもの弘には.とう寸ること
もずきなかったおやじは、舟綬が留守のと.Ht‘{lてい
るfLをおこして沼を買いに行かせた刷その時イ fだなと
.目、ったが.I¥(抗すると，なぐ句れるだけなのて‘いわれゐ
，nJリにした ……その時.r自分l士絶士ホおやじの上うに
酒は飲むま~ ~ ~ :何回も何冊Ii，心に努A たのを.j;11・~て
いる.
それにもかかわらず.父貌が死亡して.自分内身が世帯
i:になると.父tQ.のよ?に大沼欽みになってし まった.
....・とにか<.1~(1 r-升漕にな，てしまい.飲んτli.
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!l:ljJの実家の人たちを攻撃して.(J:房を7ヰしめましたう欽
みたいと也、うと子どLの佼業料の金までもちU1して飲ん
たり.見境な<(昔合をしてまで飲んでしまいそのために
女房に.太のように 7叶リでつながれたニともあリ土す"
そのた的に.その頃li.tcli}カ‘僧〈て{上万があリませんて
した tx)J}が!1I!t1't4のように見えたんてす“ 素l商のとさ1;.
何回も渦をやめようと決心しまし1:.が自分ひと りの)Jで
l.i.ど}することもできまゼんでした
ニのように..lf.ι;か弱くて.lcl互に制勺てしか生きてい
けない依存的な人聞になったのは.家制度によって支えら
れた.続の強聞な rt革政J!;関係があります，たとえば.
訟は今の !，(Iñと結婚する前. 結時して L いいと.~.う f~， す
きな女性かおqました内しかし.視の反対でその人と結婚
するニとはてきませんてした I税には.どんなよと古6あ司
ても.従うものである 旬に逆うべきではないjと，小さ
い頃からLつけられて.視の決めた.r.見合のf，z.IJ}と，見合
い結婚しました，また.当時学校では「教育的活jといヲ
ものがあって.tJlにi並うてはいけないと.教えられてさま
じた.
こうして.家庭でのしつけも，学校での教i-n.rn分
て4えて.自分でffthし.1)分て(責任をとるJi;，、うよう
な.白主怜と自律性を尊重したものではなかったのです.
k，~時代に生11 ，.人のアルコ ルrt'樽l.i.IUI治i切のしつけ
と教育を身につけた父縄の権威主RO切な与えに対する.υ
とつの 反統的逃避」めように見えて.f士僚がないl
以上の・Iq仰が示すように.アルコール中み者の父殺は.
i度かえEれを感じるほどの俗威的な人か多く. 1皮は無条件
に服従を強いられ.彼自身の自由I;t.全〈制限きれてい
る そのために.彼は小さい時から.態度の上では父娘
に服従するか.心では反抗するとい守.矛盾した三OJlの
感情体験をし.結果的にl.i.欲求不満を蓄検するかたち
で.自分aらしさを失なってい〈 そして，その欲求不満
はやかで釧lえきれなくなり，倣対的行為として顕在化し
そのために.人間関係は忠([:する そこで.人間関係で
うまく週応することのできない肉分自身に.i著書長感をtむ
くよヲになり.ひいては，それはn~白楽の気持と自分
内身をあわれむ気持にかわる このような.自 己をあわ
れむ気持を解決するために.愛情を求める強L・気持がお
こっているか.続突にはそれがかなえられないF そニで
彼1;1;西に走ってしまう その窓味で1;1.アルコールrl'ぶ
I:i. トJ主のような情緒的~;~;蓄を解決しようと L て，生起
してくるものとして号えられる
母一子関係 アルコール中ぷ r，IJ<. パーゾナリテ fの
レペJしで朱熟で，そして妥に付して|依存的Jであることは，
( 9 1 
表-4 アルコール中毒.{Jとその哀の、それぞれのflj-;親
I.:.Hする態度
夫 M 
l 依存的態度 26 I 50.01 7 ( 15.6) 
2 敵対的態度 8 ( 15.9) 2 1 4.4) 
3 -a威からの服従A~J餓度 1 ( 1.9) 5 I 11.11 
4 無!明心的態度 4 ( 7.7) 10 1 22 .2) 
5 ノー 7Jレな態度 1 ( 21.1) 21 ( 46.7) 
6 綴型不能な態度 1 I 1.9) 。(0.0) 
3十 52 n∞) 45 11(氾)
持 I>態度lJ'(~のん法lま.面接t晶画に必ける凋~吋'9. 1守の町
発パ内容を手がかりにした たとえば‘凋1c対象呂が 「臼
分(i今から与えてみると.flt械に依存的だヲたと¥!!う』と
事i':rfするときは，その対象者をf依存的態度|のウテゴリー
のなかに含め.ま た「犯の母親は.甘いn~級でL なければ.
~ しい母続でLなし時過の母親だったと思うH:反応し
たときは. ノーマルな態度jの矧1:'に入れた。
.l12 )表5における.2. 3‘4のカテゴリーを同ーカテ
ゴリーにし.カテゴ')-6を削除して.2 x 3のTableを
作リ.x'検定した結果. J%の危険率で有志~あリ
すでに指敵した通りであるが.ここでは.i皮が自分自身の
母親に対して.どのような態度をとっていたかを報白する。
衣4からも分るように.アルコール中毒者の定LI:家旅
に釘けるi悲惨tに対する態度{ム 1喧の 'tiのそれとのlt干を
すると. 次のように特徴づけられるー 第 1に， アルコー
ル中みおのなかには.母車見に付して f依存的!な態度を
示す人か多いη そのf'U支は氏)%にも及んでいる{妻の場
合は15.6%である) :，n 2の特徴は.li皮らのなかには.Il} 
級に付して 「敵対的j な態度をとる人が. ~のf結合と比
較して多いということである この倣対的態度は，i度ら
のほ税か. 了'ともたちを公平に級わないことを!庶肉とし
ている場合か多い。たとえば兄弟聞の地位か. 1..:兇であ
る48.-1のアルコール中みおの場合は.付税からひどく造
事IJされてきたことを.ikのように述べている白人…・私の
母と組母は.長男の兄のみを，小さい頃から可愛が円て
きた司 食事の際に.魚を食ぺるときでも.兄に1;1J_:rのつ
いているとよろを食べさせて.似たち次男や三児には
しっぱやnJIの身のついていないとニろを食べ合せた お
やつでも，兄だけに内緒て食べさせた長男である兄I.t進
学させても.僕たちはill:学させてくれなか勺たe …・・!
などと述ぺている I主討しなければならないのは.アパ
コール中毒者ーが.世Jnt'tの質約を副主リ.i目を飲んてしま
たときの口実として‘この定{立京肢の母親との休験カ'flJ
用されることてある。あるアルコ ルー，t，毒 r;ti，r付税や
父純か， もし進学させて〈札ておけば. (1.'れのことでこ
んな芳しい思いはしなくても済んだと忠、うと.頑にきて.
酒ても飲まないと孫務かない….，JとJっているが，そ
のことはまさに.定{立家族での外偽体験を済を飲むため
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の口笑に干IJ用しているニとそ示すものである。
L、ずれにしろ.これらの対象者がこの定位家政での母
親との体験を，どのように生催家旋に反映させているか
は，制査にあたいする重要な課題である π
次にアルコール中毒者の1f.の.彼女自身の母親に対す
る態度であるが.表4が示しているように.rノーマJレな
態度Jを示している妥が46.7%を占めている。しかし・ア
ルコール中毒の妻のなかには.33.3%の人カ〈 彼女向身
の母親に対して「脅威からくる服従的な態度」と「無関心
な態度」を示している，この後者の無関心の態度を示し
ているアルコール中毒者の妻は.母親から「愛されてい
たJ.i可愛がられていた」とし寸感情体験が乏し <.そ
のために.自分自身の生勉家族での.夫に対する愛情の
要求は非常に強い。しかし失は性絡が依存的であり.
彼女の愛情は充足きれない円そこでその反動として，彼
女は支配的になり司夫はその妻の支配欲を充足させるた
めに.彼女の俊助を必要とするような弱い人間になり
アルコール中毒になってしまっているように思えるa ア
ルコール中毒になヮて、彼女のいうなりになれば，彼!x
の支配欲が充足きれるのである
考 察
これまで.アルコール中毒の病理性と，アルコール中
毒のタイプと.パーソナリティの側面からみたアルコール
中毒者の夫婦関係と、そしてアルコール中毒者の定位家
旅を彼の妻のそれと比較して説明してきたが.これらの
データーを、なぜ人間がアルコール中毒になるかという
視点と，なぜアルコール中毒が持続するかという二つの
視点から考祭してみたいp
まず第ーの税点からの考察であるが.病因論的要因と
してもっとも重要なものは.yjJI， 、頃から，父の「一升樋j
などがあって.酒に接する機会が非常に強<.自らb.
，思春期に泊ー に接してから‘ 151二以上の飲酒体験をもって
いることである。彼らは.健常者に比較して.自分が最
初に酒をロにしたニとをよく覚えている、たとえば.そ
のことを.アルコール中毒者たちは.あのときは「たし
かにうまかったJ.rかつて経験したこ とのないあたたか
いものを感じたJ.rくらくらしたがーよい気持だったJ.
「なんともいえない気持だった」と述べ i酋との長初め
接触をよ く記憶しているのこのよ うに故初の酒の経験を
明確に記憶しているのは.H.ヂョーシズ (Hjones)の
資料によれば.アルコール中説者群では89.5%もおり，
健常者狩の654%をはるかにこえている"ニのことは，
辰初に酒に接したときの心理的な体験の如何が.アル
コール'1毒のひとつの先行要因のように思われ.る
( 10) 
第2のアルコール中君主の形成要因は，忍耐力に欠
ける未熟な依存的性格の人が.緊娠状況に前面したとき.
その許しさから解放されるために，過去における酒との
であいを.つまり酒による快の体験を思いおこし i酉に
iE:ってしまうことである。したがって.緊強.~藤.焦隙
感.孤独感から逃れるために涯に依存するという 沼の飲
み万も.アルコール中毒のひとつの形成要因であみうロ
沼歴20年の経験をもっ人で、アルコール中毒にかかって
いない人の欽み方は、アルコール中毒者にみられるよう
に.社会の基本的な価値規範を無祝して.抑圧された未
解決の感情を行動にうっすためのものではないv 1度ら1;1.
習f質的に酒を飲むのであり‘飲酒の動機は，むしろ「気
分が良いときjとか， i何かうれしいことがあったときl
の方が強くはたらき， r緊張jゃ「碕藤」状況にあるとき
は.たとえ飲んだとしても，酔うことが少な<. また酔
うことによって心浬的な安定性は得られない"また. こ
れらの人々は.アルコール中毒者にみられるように.被
初に潜に筏したときの心理的体験を記憶していない場合
が多い。
第3のアルコール中毒の形成要因として考えられるの
は，未熟な依存的性絡の形成基盤として考えられる定位
家族の憐造的特質であるn 資料は.アルコール中若手者の
定{立家族には.両親または片親が， !.皮の結締1¥ilに死亡す
るとか.あるいは幼少の頃養子にやられるという.いわ
ゆる欠矧家族が約48%もあることを示していたロが. こ
の数1創立‘健常者鮮のそれに比較して.はるかに高いn
このことは.アルコール中毒が司 1むの定位家族の社会的
解体と奮按な関係かあるこ とを示唆している.ただし，
f自の人ln解体.たとえば学校恐怖症や分裂術の場合も.
その定佼家族に1;1..欠般家抜・が比較的多いことを実証的
研究が示しているので.アルコール中毒者の定位家族の
欠損性カ〈アルコ-)レ1-1惑の形成において. どの程度の
説明力をむヮているかは.統計的に検討してみる必要が
ある 3
第 4 の形成要因は.社会 ・ 経済的地1ï'1.がfl~1，、ことであ
る。つまり.分析の対象となった我々のサンプルでは.
学歴が中卒程度で.たとえば散髪鼠運転手，零細企業
従事者などと.専門的知識を必要としない・|土専門的労働
(seml ski lt:d labour)に従事し.住宅環境も一部には.
借金で一個挫の家をたてた人がいるとはいえ，その多く
は、借金.間{昔リ司アパートと，自らの家をもっていな
い人が多〈み句れたのである。ここて病院論的観点から
問題になることは.アルコール中毒になる以前から.こ
のような貧しいfi=環境で 生ー活していたかどうかである
カt ょ二れはアルコール中毒にかかる以前から.このtfし
本村:アルコール中世Hjの・~~.心Jl~. .社会的側面
L 、 l主~滑に 1主んでいるのであるe
このような社会・経済的地!立の{氏ぃ低所得階1Mにある
人々 1:1:.社会・経済的地位の高い中P7tP皆貯にある人々の
生活を夢みながら も， そグの)夢を5実巨f現且するためのt機常会守やヨ予
f段宣に*
structure)に接.i!!:丘する二と さえな〈仁.結5栄1佐凶』凶自的甘に劣、手!感蕊を
経験してしまう こうして劣:写"!fr感Iは:1:11'，常'1:活のなカか‘てで一苦薪J 
?愉脅きtれ1.それはやがて自暴肉食的行為へと点っていく の
てある 「ー 升酒Jを飲み.二 日俳をおこし会社を欠勤
し会社を1首になり.家族を似綾させてい くn為1:1:，ま
さししこの白地自棄自~行為のH-体的E買収である の
第5の形成要因1:.， アルコール中ぷおの生活における
価値 ・規範の対立 ・路線というアノミア (anomla)であ
る。アルコール'1'主:;行のサンプIJ.の60%は.その出宅地
が農村であり.幼児期のtfi牒Hで体している。したがっ
て.彼らのパーゾナ 1)ティの飽白我椛i主t:， 封建的な家
紋主義的な1凶1J，.. ~見事Eが上147になっており.また自技術
込の中'1..、的なBs分t:l.r:是付にえ自己的にみられる 倒瓦依
存の生活体験である.と ころが20-{-内iH査にな「て.京L
労のために郡市社会にきて生活するようになると.段トl
での生活で体験した「伺互依存jの価fl(規範とは全〈必
応ー した価11~規範にIt{面して. 彼らはアノミア現象を与とす
るようになるp つまり.鏡争中心主義的1聞1f.t.IjE ) 1'1.(ン
主義的価値. そして個人主義的価1色などの都会特4干の1蘭
!I![ • Jt範と，すでに農村で内面化しても 3ている 家政
主苑Jの価値 ・規範カ~超自我内て悦込的手1百をひきお
ニし.また肉我内にお， Iては.すでに内的11じされている
ft日夜依存lの生活体験と都市社会から期怖される I伺
人中心の自立性|とが.偽造的矛盾をおこしている こ
の超自我と肉我の情道的f府が. アノミアJ-)l.象をもたら
しそれに飲酒に許谷的な文化が作用して.アノ Eア解
消のための大訟飲酒をもたらし.アルコール中毒へとか
リたてているものと判断される 6
以上.1r'i肉品作J観点から.アルコール!j'記長の5つの形
成要因を指摘してきたが. これらの要因は孤立し作Itlす
るのではなく .相瓦に関虚しながら.アルコールtjL，与を
形成するものとして与えられる
きてアルコール中毒を持続させている要因は何に求め
るべきであろうか 官yt.は.それをアルコール'1'.;'r.の
k憾の組み合わせに求めたい すでに指摘したように，
アルコール'1'ゐm:l、中毒夜状からwJi証して.断j拘する
ようになると.これまでの';Iiとの依存的関係から脱却し
て門律性を高め.安に対して内己主1j{を俗めて〈るよう
になる が.そのために葵か偏頭術 1.>.ー ?チなどの
身休((1~ をひきおニすのである ωつまリ ， 'J.l1ょたがアJt.
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コールq'~1j:にな り . 4t滅的にも心.I'l!的にも!IIl!.<.を必要 E
するよ うな依存的関係において，円分i'!i..j-を安定させる
ことがで きたのである ニの・F実{ふ人l7l)_，[に対する依
存関係が彼のアルコ ル中毒を持仏させているものとし
て号えられる 結1.J.入は J，tを.!fl¥U(t怖やリュ内?チか
ら[o]i証させるためには.):.にtするflLよチザたそやめ. 会
の始前~) . .(.哩自~J1号則Jを必会とするよ→なhレコール中
毒ーを持続させることか必婆にな-， てくる
なお.アルコール'1ilを持枕させるいまひとつの要因
1:1:.酒がnn-に手に人るということであるのこの要因t;t.
アルコール小diにかか ，ていない人にとっては、約肉J命
的安因になるか.すてにIj'<1iにかかヮている人にと「で
は.中心を持続させる~肉とな勺ている IPドの社会て
1.すべての寸前節減に尺必して.切り離すことのでき
ない状必にあるのたと えはそれは.出産祝.入手悦.進
学悦.jJi'j':，入社十ILt.1L. Ll:.Jl.命1.I1ーがiーの現時;2.
i~ Ii'l会.忘q 会などて. はとんどの地合 i'角が人間関係
の6'1:'介となうているさらには，料尽のιl'にさえ桐か入 3
ていることカZ多い アルコールに対する1<.{I的欲求かか
なり d郎、人の喝合には.二の料理のなかのアル コ- I~ に
品発されて， f-1・IliJに走る崎合さえある ニのよ4に
仔えると i丙が'主活のあ Hゆる ~rjj戒にへりニんていると
いう 'J~~廷か.アルコール小みを符争えさせる婆闘として号
えられる
要 約
この研究の口fl:J(.i.アルコール'IJt1;の家~.~1動議的側
面をあきらかにし?ルコール'1'，((の約凶摘の発展に貢
献することにある. '，t行の付事とは.中小企業そ生治集盤
とする大阪府堺地代の断刷会 1;， ハ-30組のkMふ '1;-
1%系統のlt'J与を生活地盤とする校lド地区の断酒会メ J
.I'-3H且の夫婦と.病院内断沼会に出席する治療役続中
の10人のア I~ コールq' j1f fi-と. [型成断酒会に出席するtp
身。1'.られ;-4人のの 120人てある なお.コントロー'qnと
して1;1. i内を飲まない23~Hのた婦をサンプ I~ .'::してとり
あげた T:én~l.~、7) 1ï法li. 報告nが1O~主luJにわた勺て
臨Irr門会に:1¥I前L，ア1ルL コ一，ル)..，小1ドI~ゐ主お-の{体本験β減:と凶性を IJ間i片川H l 
〈という.いわ1ゆ巾るu朱ξ問d也必Eピ一J筏蔓法とY.Gテストのt尖ζb地色に
よる Lのである Lちろん
純地』さ JれLげfたよ， I何問可m別1リl的面J筏妾法法守カがr実』地血さ tれlたt刈J~象uはニ t.品川のな
かでli~ ， i できない. 1村民的なrt怖をLったへた九てあ
る
以上のよう公H法て引:灼られた ':erlを分析した結氷.
i"のことがわか円f二円
1 )アルコール'1tfit.i ，'，んの，、ー ソ十リチィを胤換さ
? ， ????
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せるだけてな<. ーたω!日l係や悦了一1'~Jf系や検特における
人r:日関係会ιlirl嘆きせ.そして失検にいたり.ひいて
は犯罪行為にまでいたらし灼る
2 )ア ルコ -1~4'みには三つのタイ 7が観察される ! 街
lのタイマは i'i'!-鯨;んはLnた10ftの頃から.アル
コ-I~，，'必の主たる牝4えを示しそしてほ会からdめ
られる Jj法でn己表現のできら・い 戸未成熟タイ 7 のア
ルコー J~r!Jみ てあり.第 21ム，."，貌か急‘に死亡した
1)，忽人や女房を突然夫な『たり.ぬるいは会社が倒
産するなどの危機以、況にI白面して.その汗しさから逃
れるために.k奇の痢を飲みアルコール中毒になって
いく「資神喪失タ{プのアルコール中ぷ|であけ.第
3は.アルコール"，みの症状を呈しなからも.生活1;
盤が安定していることから.定年までは適応してい〈
f，新進タイ 7のアルコール中毒J である
3 )アルコール中毒有の友.の95%1;1:，なんらかのかたら
で就労しており.自営業においては.その-l't仔をー下
にひきうけている すなわち.アルコール中品者li.
主主済的にも鯖神的にし.社会的に{;. tにi衣(jしてい
る内
4 I アル コー I~ "t ~Ij.~li. サ Jフルに関する限り. 40-49 
誌の人がもっとも多仁学j伏の点では中'下半の人力4
も っ とも多い内そしてll~入の而からみると. f民所得帽
の人が多い
5 ) アルコール中 ，}J ~'lム健常;.fJ-に比杭した地合 í副主
家族における社会fじのあリ )jlニ問題をもっている均台
が多い たとえば.小学代3・4年生のとき， ，耐視の
いすれかが宛亡、または格発して.健全な，、ーリナ 1)
ティ形成のための同 化の対象を1たなっている吟合か
多い
6 )アルコール"ti~をひきおニしやすいハーソ+リティ
(i，健常者のそれと比較したf結合.次の7つの特性に
よって特徴づけられるそれは f{作性f内己Ifl.心性
(皮重なる投射険制の係用lfflh，忍耐J r~~情..j..;熱J
.強L、約疑心J円小、劣等感Jr陰険 などである，
71アルコール中31{i-のサイコ・ダイ十ミ"，クス (psy-
chodynamlcs 1は.充足をl現止された求解決の惨情体験
から〈る「緊張をfな勺た小'tilからはしまり.その
不安から逃れるために洞を飲み，その酒の力を借りて.
1常生活のなかで抑1五きれた感情を. ときには鉱}Jを
ともないなからt.J:見ftして.I也人に迷惑をかけ‘そし
て，綜守主的に :W I本K~ t に悩まきれてLまっ、結局.
このr'I己犠rt悠と:J~I有感による片しきに包えきれず.
これらの否定的な!さ情i本殿から解I吹きれるために. f与
びt胃を飲ん干しまう、そしてその悪循環を治僚ぢから
tI1摘きれると.すかさす投射償制と合理化の償制をn
1fi/Jさせて.ロ己を防衛してしまう。これがほとんどの
アルコー ルt!Lji診者・にみられるサイコ ・ダイナミ Jクス
の性質て'ある。
8 )アルコール中毒者に付する1度の1の態度としては‘
二つの7イヴの態度が観然されたー者nのタイ7は.
~自己待却の態度であリ.いまひとつは R} 骨L~の態度て
ある
9 Iアルコール中毒の皆本的な病因. 命的要因として1;:，
少くとも 5つ存伝する l 事lの要因は.はじめて痢に
持したときの 「故知らぬ快の体験jをしていること.
~l'l 2 (;1::，定f古家紋における外{絡体験.第3(ま.主とし
て依{(:性によヮて特徴っ・けられるパーソナリティ繍
造.第 4 は‘相対的にfH;~ ・社会 ・ 経痴的地位. そして第
51丸内itnfヒされた価例規範の対立によって特徴づけ
られるアノミア fanomla)とにどである《これらの要因
が相互Ilft力目的に.ムるいは初来的に作用しあって.ア
ルコールtj'-i撃をひきおこしていると考えられる a
10)アルコール中みを持続させている.主たる奨囚のひ
とつは.犬制の未解決の無怠:織的な欲求を充足させる
J内海自せなラH.d関係であり，いまひとつの袋図は.酒カ
脊易に手に入る生活状況にあることである
以上か本紙究の告書約であるが.今後の研究課題として
は.いますこし条件をコシトロールして研究をすすめる
ことである たとえば.柄朕25午で.定位家族が欠川家
快て.依存自力で円己中心的性絡で.低所得でしかもザ:恥
L 中乍までしか行っていないか.アルコール中~になっ
ていない人が歓多くみられる崎 これらの人々を，loj一条
件卜でア凡コール中毒にかカ・っている人々との比較で研
究をおこない.その異同を日月継にすることである円いま
ひとつの今後の深砲はアルコール中毒の発生機市I1を生活
階1Mとい守視点から明らかにすることである。なぜなら
ば. 1竺t.尚級官僚.弁.1l:，政治家などのアルコー1し
中毒の発生険制と. nlilkJ体労働者のアルコール中毒の
発生除制とは同し Lのとは考えられないからである。第
3の今後の課題は， (ンドのヒンズー教徒の社会のよう
に.アルコールに付して mhlbi ted cultureをもっ社会の
なかでおこるアルコ-1い1必の発生機時1をあきらかにす
る二とである それによって.より説IlJl]Jの高い説明金
散をみつけだすことができるであろう。
、 ?
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Summary 
Thls presentatlOn attempted to hnd oul the structural cbaractenstlcs of the famlly wilh lhe alcohohcs in terms of the 
etlOlogy The sample for lhe analysls was selected from among lhe membcrs of the ahsllllcnt groups In Sakal anu 
Toyonaka dlstncts of Osaka prefecture， Tbe sample slze was 75 alcohohcs and thelr WI¥'es. 4 smgle alcohohcs. and 23 
non.alcohohcs and thelr wives as control group， Th巴datawas collected lhrough thピgroupand Indlvlduallherapeutlc 
Intervlews wtth lhe alcohohcs and their spouses at the meetlOg of the absllf淀川日roupmembers. and through glvlng the 
Yetabe.Gilford Test to lhe alcohohc and non-alcohohc couples. 
Present findlngs denved from the analysls of data were as follows. 1) Alcohohsm dlsturbed not only the person 
ality system. but alωhls relatlOns wlth spouse and childreo It often tlmes led hlm to anll-soclal bchavlor or cnme In 
order to get whlsky or beer or WI ne 
2 ) Three types of a1cohohsm were obscrved The flrsl one wa5 so.called・1mmatured type" 1 n whlch he had ex 
pressed thc symptoms pecuhar to the alcohohcs slOce rus carr (lme. and showed dlfflcullles to express hlmself In lhe 
way of coniormlllg wlth soclal norms‘ The second was “rcsourcc-depnvat¥on type" Thls type of alcohohsm was 
devcloped suddenly by taklllg a lot of whisky or wlOe because of the escape from the ag:ony caused by the external 
accldents such as 1055 of spouse and sweeth四 rt，Insolvency. and happenlllg of wal The lhlrd was "process lype" 10 
whlch lhc alcohohsm gradually developed Wllhout hls self awarencss. adJustlOp; more or less to the expectatlOns from 
hls fam"y and occupatlonal soclety 
3 I 95% of wlves of a1cohohcs had employmcnt If mcludlllg the wlves engaged m lhe 5clf.supporllnp; small 、ompany
In case of the self-supportlOg small company. decislOn-maklng was performed absolutely by lhelr wlves. 50 
alccholics completely depended upon thelr wI¥'es psychologlcJllv. <;oClaly. elnd econ0I11cally 
4 ) The frcquency of age of thc alcohohcs 10 our sample was dommant 10 the class uf 40 to '19 age Most of alcohohcs 
had hmitted education and short of Income 
5) In companson with non-alcohohc止 thealcohohcs had more traumatlc experiences In lhell fam"y of onenlation 
In olhcr words. thelr soclah7..-1tion plocess was dlfferent from lhat of non alcohohcs In lhc respect of fam"y t:omposltloll 
and obJect of Identlflcallon. wh，ch was neccssary for lhe personality developmC'nt About 450{， of thc alcoholrcs was 
soclallzed In the broken family of onentatlon 
6) The alcohol<.:'、personautywas charactenzed by the tralts such ぉ depcndency.selflshr泥沼.lo¥' tolerance abillty 
Immatunty. d，strusl. lIlfenonty complex. and cmfllness‘10 companson wlth thal of nonalcohohcs 
7 1 The psychodynamlcs of the alcohohcぉιouldhe explalllcd as follolVS Fllst. lhey cxpcnt;nccd strong anxlet V 
auended bv tcnsiom， whlch was rcle¥'ant to thelrωclahzalloll process in lhe family of onentallon In order to e~cape 
from th，s p雪ychologlcalslate of anxlely and tcoslOn， they werc forced 10 depend on tbe belp of alcohol Through the 
help of alcohol. thelr umesolved repressed unconsClous dωIres were exlern<thzed 11 lhe torms of physlcal vlf)lcnce (" 
¥ l3 ) 
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verbaJ agresslon守 whlchin result pul others 10 lrouble. For these reason， they suffered from gullt feeling， and self-
averslOn But they could not be free from thls psychological suffenng. So， agam， they were forced to depend on the 
help of alcohol. Theref ore町 thepsychodynamlCs of the alcoholic was characterized by viclous clrcle of instability 
accompanied wlth strong anxlety and tens10n， dependence on the help of alcohol. physical violence and verbaJ agresslOn， 
and re争takingalcohol for the rel1ef from the suffering of gU1lt feeling and self aversion 
8) Among the Wlves of the alcoholics， two types were observed The firsl one was so.called “control争type"who tried 
to salisfy thelr repressed.unresolved-unconscious deslres to put their weak husband under the1r control. The second 
one was so cal巴d"mother-type" IrylOg to treat their husband like thelr own son 
91 Five e11010g1cal factors of aJcohohsm were found. The flr5t one was the alcohohc's experiences of euphomc feehng 
al the ftr5t dnnklng 10 tllsearly tlme ， the second their traumattc expenences 1n his famtly of onentation. ， the thlrd 
their dependent personahty structure ， the four凶 Ihe1rlow 5ocio・economlcstatus: and the flfth thelr 5uperego dtffusIOn 
characterized by the contradictcd sub-cultural value system internalized tnto thelr personality It 15 found that the 
development of the alcoholism was positively related to the interpenetratlon of these etiological factors 
10) The pathological spousal r巴lationsin whlch lhe alcoholics and their Wlve5 satlsfy their own unre50lved repreS5 
ed unconsclOu5 desires were sUPP05ed 10 contlnune the alcohoJism (maintenance factor). This interpretatlOn was 
venfled by the fact lhat the wive5 became psychoneurotic as their aJcohohc husband succeeded in total abstlnece 
So far we have clarified the flOdmgs and lts interprelation. As a consequence of thl5 work， 1115 found that there are 
two Important tasks 10 be explored The first Lask 15 to explore the developmenlal mechanism of alcoholism In relatlon 
to the dynamlcs of the famlly in the context of ωclal class culture. Because， the way of dnnktng and developmental 
mechaOlsm of alcohohsm observed in the professions of medlcal doctor， lawyer， and professol are supposed to be 
different from those of aJcohollsm observed In lower social class. The second task 15 to measure the influence of each 
of the ctlological factors mentloned above by uSlOg mult1vanate vanance analysls. lf these tasks mlght be !:>olved. the 
etlOlogy of the alcohohsm wtll be more systematized and contribute to Its therapeutic and preventivをIOterventiol1
1 l~ ) 
